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情報教育に関する
　　　　　　　アンケート調査データの分析
　　　　白鴎大学における調査について
菊　地登志子
1．はじめに
　大学における情報教育のあり方については，さまざまな議論がなされてお
り，情報処理教育研究委員会からも目指すべき方向などについて最終報告が
されている（1）。その報告書によると，「一般的情報教育の目標」として，「基
礎的情報活用能力の教育」と「応用的情報活用能力の教育」をあげている。
基礎教育では，「情報機器の自由な操作，様々な情報手段の特徴と理解，可能
　　　　　　　　　　　　　　　　オ性と限界について理解を深める」ことを目標とし，応用教育では，「基礎的情
報教育の習得を前提」とした「情報処理の応用能力の育成」に主眼をおいて
いる。
　白鴎大学では，基礎教育にあたる必修科目の電子計算機概論，応用教育に
あたる選択科目の演習（一部必修）および応用論の3科目を，三年にわたっ
て実施している。その中で電子計算機概論は，コンピュータに対する基礎的
な知識と，情報機器の操作および簡単なプログラミングの実習をしており，
学生にとって初めてコンピュータに触れる機会に恵まれる科目である。しか
し，筋道をたてて物事を考える論理的思考の不得意な学生にとって，その内
容を理解するのに時間がかかり途中で投げ出してしまうものも何人か見られ
る。さらに，そのことが後の演習にも尾を引き，コンピュータ全体に対して
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苦手だという意識をうえつけてしまっている。基礎教育の講義内容や方法が
学生のコンピュータに対する意欲に大きく影響を及ぼしているといえる。コ
ンピュータを専門とする学部でないため，興味のあるものやないもの，論理
的思考の得意なものや不得意なものなどの入り交った状態での教育だけに，
講義の内容や方法如何で学生の意識は大きく変わるようである。
　このような現状をふまえて，どのような内容の教育を，どのような方法で
実施するのが望ましいか検討するため，白鴎大学の学生に情報教育に対する
アンケート調査を行なった。本稿では，学生の回答の分析結果を，次の点に
ついて解析する。
?????コンピュータに対する意欲
国家試験に対する関心度
講義内容の希望
性別による有意性検定
回答パターンによる学生の分類
2．方法
　1990年に白鴎大学経営学部に入学した学生の中から113名（2〉について，コ
ンピュータに対する意識調査，および本学における情報教育に対してどのよ
うな内容を望んでいるのかアンケート調査をした。調査は，入学した時点で
はどのような意識を持っているのかを知るために，前期講義が開始される4
月の初日に行なった。また本学では，通産省の情報処理技術者認定試験を受
験する学生のために講習会を実施しているため，この国家試験に対する関心
度を調べる質問をした。
　質問項目は以下のとおりである。
　　　　［1］性別
　　　　　　（1）男性
　　　　　　（2）女性
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［21コンピュータに対してどのように感じているか
　　（3）大変興昧があり，積極的に使ってみたい。
　　（4）漠然とした興味はあるが，あまり使いたくない
　　（5）　まったく興味がなく，やりたくない
　　（6）その他
［31パソコンの使用度
　　（7）　自由に使えるパソコンがあり，趣味で使っている
　　（8）自由に使えるパソコンがあるが，使っていない
　　（9）パソコンは持っていないが，使ったことがある
　　（10）パソコンはまったく使ったことがない
［4］国家試験の関少度
（11〉
（12）
（13）
（14〉
（15〉
知っていて，是非受験してみたい
知らなかったが，受験してみてもよい
知っているが，受験する気はない
知らないし，受験する気もない
その他
［5］大学における情報教育内容の希望（複数解答可）
　　（16）いくつかのコンピュータ言語が使えるようになりたい
　　（17〉市販のソフト（ワープロ，データベース）が使えるよ
　　　　　うになりたいQ
（18）
（19）
（20）
（21）
（22）
キーボード入力ができるよっになればよい
いろいろな資格がとりたい
システム設計ができるようになりたい
一般的な知識だけで十分である
その他
　対象とした学生は，男子82名，女子31名，出身高校は普通科が107名，商
業科2名，その他4名（工業科　2名，理数科　1名，英語科　1名）であ
る。その中で，すでになんらかの情報教育を受けてきたものは，わずか6名
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（普通科　5名，商業科　1名）であった。全員男性で，受けた情報教育の
内容は，言語教育が5名，ワープロソフトの使用程度が1名である。
　これらの学生に前述の質間をして得られた調査データに対し，以下のよう
な解析を行なった曾）
　　各項目ごとの単純集計，およびクロス集計
　　　x2検定による項目問の独立性の検定
　　数量化皿類による学生の分類
3．結果
　（1）コンピュータに対する意欲
　調査対象となった学生113名のなかで，入学時点でコンピュータを所持し
積極的に使用しているのは6名で，半数以上のものはまったく触ったことも
ない状態である（図1）。持っていないが使ったことがあるという3割の学
生も，大半がゲームで使ったと回答している。入学の時点では，コンピュー
タがどんなものかを把握しているものはほとんどいない状態といえる。
　　図1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　単位：人数
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　コンピュータに対してどのように感じているかという質問には，過半数以
上のものが興味があると回答した（図2）。コンピュータがどんなものかよ
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くわからないだけに，興味をもち積極的に取り組もうとしている姿勢が見ら
れる。しかし，その反面31％のものがあまり興味がないと回答しており，最
初から意欲的でない学生もかなり存在することがうかがわれる。
　図2　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　単位：人数
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　（2）国家試験に対する関心度
　国家試験に対する関心度は，そのような試験があることを知っていて是非
受験したいと回答した学生は26、5％，知らなかったが受験してもよいと回答
した学生41．6％，あわせると68．1％にものぼる（図3〉。試験の内容に関す
　図3　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　単位：人数
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る知識がないため，資格がとれるならという安易な回答も含まれていると思
われるが，関心度はかなりあることがうかがえる。しかし，ここでも3割近
くの学生は受ける気もないという回答をしており，無関心な層が存在するこ
とがここでも示されている。
　　　　表1　コンピュータに対する意欲と国家試験の関心度
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（　）内は％　単位：人数
大変興味
　　あり
あまり無し まったく
　　　無し
その他
是非受験したい 　24（38．7） 　　4（11．4） 　　0（0．0） 　　2（25．0）
知らなかったが
　受験してもよい
　30
（48．4）
　12
（34．3）
　　1
（12．5）
　　4
（50．0）
知っているが
　受けたくない
　　6
（9．7）
　11
（31．4）
　　3
（37．5〉
　　2
（25．0）
知らないし
　受ける気もない
　　2
（3．2）
　　4
（11．4）
　　4
（50．0）
　　0
（0．0）
その他 　　0（0．0〉 　　2（5．7） 　　O（0．O〉 　　0（0．0）
無回答 　　0（0．0〉 　　2（5．7） 　　0（0．0） 　　0（0．0）
人　数 　　62（100．0〉 　　35（100．0〉
　　　8
（100．O）
　　　8
（100．0）
　コンピュータに対する興味と国家試験の関心度は，同じような傾向を示し
ている（表1）。大変興味のあるものの87％は国家試験を受けてみたいと回
答し，まったく興味のないものは8名と人数は少ないが，その中で受けても
よいと答えたものは1名しかいない。また，あまり興味がないと答えたもの
の46％が受けてもよいと回答し，43％が受けたくないと回答している。資格
が取りたいから興味があるのか，興味があるから実力の目安として受験した
いのか，その当たりは判別しにくいが，興味の度合いと国家試験の関心度は
同じような尺度を表しているようである。
　また，なんらかの情報教育を受けてきた6名の学生のうち，4名が是非受
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験したいと答えており，この中には何回か受験した経験のあるものもいた。
このあたりの学生は自発的にコンピュータに取り組んでおり，独力でもどん
どん実力をつけていくタイプといえる。
（3）講義内容の希望
大学においてどのような講義を希望するかという質間には，複数回答を許
したためか，かなりのばらついた回答が得られた（図4）。これは，4月当
　図4　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　単位：人数
大学での希望
　言語の習得
　市販ソフト
　キーポード
　資格の取得
システム設計
一般的な知識
　　　その他
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初というまだ内容がよく把握できない状態でのアンケートということも考え
られるが，（2）の関心度と同様にかなりの学生が資格を取得できるような内容
を希望しているようである。ついで，市販のソフトが使えるようになりたい，
言語を習得したいと続いている。実用面を重視した内容に対する希望が多い
といえる。
　次に，各項目ごとにコンピュータに対する興味の度合いとの相関係数を（
表2）に示す。コンピュータに対して大変興味のある学生は，言語の習得，
資格の取得，システム設計に強い正の相関が認められ，逆に，一般的な知識
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表2　コンピュータに対する意欲と講義内容の希望の相関
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（※）は5％の有意
大変興味
　　あり
あまり無し まったく
　　　無し
その他
言語の習得 0．28（※） 一〇．21 一〇．11 一〇．04
市販ソフトの使用 0．15 一〇．08 一〇．07 一〇．07
キーボード入力 0．11 一〇．02 一〇．04 一〇．13
資格の取得 0．36（※） 一〇．22 一〇．25（※） 一〇．04
システム設計 O．38（※） 一〇．30（※） 一〇．06 一〇．14
一般的な知識 一〇．25（※） 0．15 0．32（※） 一〇．10
その他 0．02 一〇．05 一〇．06 0．11
のみでよいという項目には，強い負の相関がみられる。反対に，まったく興
味のない学生には一般的な知識のみが強い正の相関があり，資格の取得は負
の相関を示している。コンピュータに大変興味のあるものと，そうでないも
のとでは，講義に対する要望が大きく食い違っている様子がはっきりとでて
いる。
　（4）性別による有意性検定
　コンピュータに対する興味の度合い，パソコンの使用度，国家試験に対す
る関心度が，性別によって違いがあるのかを調べた。性別と性別以外のそれ
ぞれの項目でX2検定を行ない，そのX2値と確率を（表3〉に示す。この
　　　　　　　　　　　表3　性別とのX2検定
x2値 確率（％）
計算機への意欲
パソコン使用度
国家試験関心度
1，293
6，118
7，209
73．05
10．60
12．52
結果から，性別による有意な差は特に認められない。希望する講義内容につ
いては，資格取得を女性の68％が選択しており，男性の37％をはるかにしの
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いでいる。男性より女性のほうが資格取得に強い関心を示している（表4）。
　　　　表4　男女別の講義内容の希望
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（）内は％
男　　性 女　　性
言語の習得 27（32．9） 9（29．O）
市販ソフトの使用 27（32．9） 15（48．4）
キーボード入力 18（22．O） 3（9．7〉
資格の取得 30（36．6） 21（67．7）
システム設計 18（22．0） 6（19．4）
一般的な知識 12（14．6） 2（6．5〉
その他 4（4．9） 1（3．2）
人　　数 82（100．0）31（100．0）
（5）回答パターンによる学生の分類
　男女問にあまり有意な差が認められないことから，全体に対して数量化皿
類による分析をしてみた。1軸と2軸のカテゴリースコアを（表5）に示す。
1軸はコンピュータにまったく興味がなく，講義内容も一般的な知識で十分，
資格はとりたくないという項目に比較的大きな正のカテゴリースコアが与え
られている。これは，学習に対する意欲の有無を表す要素といえる。2軸は，
パソコンを趣味でも使っているという項目に正のカテゴリースコアが与えら
れていることから，コンピュータに対する興味の有無を示している。また2
軸は，コンピュータに対する意欲および講義内容の希望の2つの質問のその
他に比較的大きな正のカテゴリースコアが与えられている。これは実際の質
問の回答には，選択項目を単純には選べず具体的な感想や希望を記載した積
極的な発言があり，2軸の解釈から当然のことといえる。この1軸をX軸に，
2軸をY軸にとり，サンプルスコアをプロットしたものが（図5）である。
この結果からも，全般的に無気力で，できればコンピュータはやりたくない
という層がかなり存在することがわかる（図中の右下部分〉。積極的かつ意
　　　　　　　　　　　　　一79一
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欲的な学生（図中の左上部分）よりかなり多いる残りの半数以上の学生は，
コンピュータを毛嫌いするほどではないが，さりとて意欲的にやってみよう
というわけでもない中間層である。
　そこで，サンプルスコアによって学生をこの3つのグループに分類し，グ
ループごとに講義内容の希望の集計をした（表6）。コンピュータに積極的
　　　　　　　　表6　グループ別の講義内容の希望
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（　）内はグループ内の％
無気力 積極的 中間層
言語の習得 3（13．6） 7（50．0） 26（33．8）
市販ソフトの使用 4（18．2） 2（14．3） 36（46．8）
キーボード入力 5（22．7） 0（0．0） 16（20．8）
資格の取得 O（0．0） 1（7．1） 50（64．9）
システム設計 1（4．5） 0（0．0） 23（29．9）
一般的な知識 12（54．5〉 1（7．1） 1（1．3）
その他 O（0．0） 4（28．6） 1（1．3）
人数 22 14 77
に取り組んでいる学生は，言語教育や市販のソフトの使用を望み，コンピュ
ータを使う教育を希望している。できればやりたくないという無気力な学生
は，もっともなことながら一致して一般的な知識だけで十分であると回答し
ている。注目すべき点は，中問層の学生の大半が資格の取得を希望している
が，他の2グループではほとんどいないという結果である。無気力なグルー
プが希望しないというのは当然のことであるが，積極的なグループにも一人
しかいないというのは興味深い。国家試験の受験には積極的であるが，資格
の取得を目的としていないのは好ましいことである。
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4．考察
　入学時点から，コンピュータに興味をもち意欲的な学生は，さほど多くな
かった。しかし，これらの学生は積極的に取り組むため，さらに意欲を増し
ていく。相乗効果で実力をつけていくタイプである。
　一方，2割ちかい学生は無気力で消極的，どちらかといえばコンピュータ
はやりたくないと答えている。どの教科にも無気力で消極的な学生には，他
の方法を講じなければならないが，コンピュータに対してのみという学生に
はコンピュータを使うおもしろさなどから興味を引き出すというのも1つの
方法といえよう。
　問題は全体の7割近くを占める中間層の学生である。彼らは上記の2つの
タイプのどちらともつかない，裏返せば両方の予備軍といえる。大半を占め
るこれらの学生は
　　　資格が取りたい
　　　市販のソフトを使いこなしたい
　　　言語を習得したい
　　　システム設計もしたい
と，豊富な希望を抱いており，一般的な知識だけ習得できればよいと答えた
ものは1人しかいない。また，希望する講義内容を1人で4つも5つも選択
した多回答が目立つのもこの層の学生の特徴といえる。豊富な希望内容から
見るに，この中間層の学生に意欲を失わせないようにするには，できるだけ
実践面を重視した内容が望ましいと思われる。しかし，言語の習得から，シ
ステムの設計までこなすためには，最小限の基礎的な概念はやはり身につけ
ておかねばならない。この過程をどのような方法で行なうか，それ如何によ
って中間層の学生は，積極的なグループにも，また無気力なグループにもな
り得るのである。これらの学生に，どのような内容の講義を，どのような方
法で行なえば，積極的に取り組む方向へ持っていけるのかは，もっと議論さ
れる必要がある。
　　　　　　　　　　　　　一82一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　情報教育に関するアンケート調査データの分析
　またこの調査は，入学時点に実施したもので，その後の学生の動向を知る
ことはできない。実際にコンピュータの講義を受けた学生がどのように変化
したかを検討し，さらに議論されることを期待する。
注
（1）文献［1］
（2）1990年度入学生10クラスのうちの3クラスで，当日欠席したものを除いた113名
　　である
（3）使用したコンピュータは，FACOM　M340S，PC9801RA，Macintosh豆で，使用
　　したプログラムは，文献［2］掲載のものと自作のプログラム，およびグラフは
　　WINGZによる
文献
［1］情報処理教育研究委員会最終報告，私立大学における情報教育の目指すべき方
　　　向，私立大学等情報処理教育連絡協議会，1990
［2］脇本和昌他，パソコン統計解析ハンドブック1，豆，共立出版，1σ84
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